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古典との出会い
ー中学 1年「竹取物語」の授業から一
金子直樹
「伝統的な言語文化」が， うるさい。特に「グローバル」がやかましく言われる中にあっては，国民と
しての精神的支柱の形成といった態度・思想的な役割までも期待されているらしい。困ったものである。
古典の学習で大切なことは，学習によって何を身につけるのかという固定化した内容ではな<, 学習を
通して思考や発想をどのように深化・ 変容させてゆくのかという方法としての面に注目することである。
特に導入期の中学生には，そのような古典との出会いを経験させて，古典を学ぶ構えを作らせたい。
1 . はじめに
「竹取物語」は，中学 1年の国語教科書5社のすべて
に採択されている，古典学習への導入教材である。各社
の編集方針によって，その扱い方が異なるのは当然であ
るが，中でも学校図書の「中学校国語1」における扱い
は異彩を放っている。単元名こそ「4. 時を超えて」と
いう，一般的に古典分野を連想させるおとなしいもので
あるが，「言葉の向こうに」という導入文の後に，「姫の
物語？ 翁の物語？」という標題のもと，「竹取物語＝
かぐや姫の物語」という生徒の「常識」に挑戦する刺激
的な内容になっている。
本稿者は，古典を「伝統的な言語文化」という枠組み
の中に押し込めてしまうのではなく，今を生きる生徒た
ちが将来にわたって自己を振り返り，他者との関わりを
持ってゆくための学習材としたいと願っている。当校は
幸い学校図書の教科書を採択していることもあり，この
教科書の挑発に乗って実践を行ってみた。
以下は 2014年度当校中学1年生での実践報告である。
2. 単元の概要
①指導時期と時間数
週1時間の授業を「古典」の時間として， 1年生の
1学期全 10時間（週）を充てた。
②展開と指導方法
歴史的仮名遣いに慣れるために音読を重視するのは
当然であるが，主には自分の意見・感想を「書く J
ことと，友人の書いた意見•感想を「読む」ことと
を学習活動の中心とした。場面の整理や登場人物の
心情などを発問と板書を用いて整理する，いわゆる
「読解」は極力行わなかった。生徒に対しては，互
いの感想を読み合うことで「みんなで『読み』を確
認する」授業だと説明をしたが，指導する側として
は，「尖った意見を共有する，他者の鋭い意見を基
に自身の意見を更新する」こともねらいとした。
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③教材の作成
限られた時間の中でなるべく多くのテキストにふれ
るため，教科書の体裁に準じて，傍注訳形式で本文
プリントを作成した。本文は 12 Pで大きくうち，
右に gpで全文現代語訳を，左には歴史的仮名遣い
を音読する際の注意を加えた。
• 構成：本文プリントは，以下の 5部構成とした。
その一「冒頭」：「今は昔，竹取の翁といふものあり
けり」から，「世界のをのこ，あてなるもいやしき
も，いかでこのかぐや姫を得てしかな，見てしかな
と，音に聞きてめでてまとふ」まで。
その二「貴公子の求婚」：石作皇子の「なほ，この
女見では，世にあるまじき心地のしければ」から「か
の鉢を捨ててまた言ひけるよりぞ，面なきことをば，
『はぢを捨つ』とは言ひける」までは，そのーと同
じ体裁で本文プリントとした。倉持皇子から石上麿
足までは，小学館『新編日本古典文学全集』該当部
分(P27から P56まで）を，見開き B5版に縮小して
配布し，現代語訳の部分だけを読むように指示した。
その三「かぐや姫の嘆き」：「八月十五日ばかりの月
に出でゐて，かぐや姫いた＜泣き給ふ」から，「翁，
『胸痛きことなのたまひそ。 うるはしき姿したる使
ひにも，さはらじ』と，ねたみをり」まで。
その四「天人来迎」：「かかる程に宵うちすぎて，家
の辺り昼の明さにも過ぎて光りわたり」から，「壺
の薬そへて，頭中将を呼び寄せて奉らす」まで。
その五「かぐやの姫昇天」：「中将に，天人とりて伝
ふ」から，「その煙，いまだ雲の中へたち昇るとぞ，
いひ伝へたる」まで。
要するに，内容的には竹取翁の到富讀と，帝の求婚
を除き，「竹取物語」全体の 3/4に目を通したとい
うことになる。本文プリントとして生徒が実際に音
読し，原文にあたったのは全体の 1/4強である。
・言葉の整理：原文の音読にいくらか慣れてきたその
三「かぐや姫の嘆き」以降では，高等学校での古典





